



















(b) ッテの基本的な用法は、襟準語の fってj と同じく引用と伝聞である。また、話し
手との知識・認識のずれを明示する用法がある。ノダ文に接続するッテは文末調的
な用法をもち、ッテが接続した文が f一連の発話のうち、話し手の最も伝えたいこ
















表すようになっている(陣内 1993、二階堂 1998、松尾 200針。これは伝統方言にはなかっ
た用法である。
(a) 数学ゲナ絶対勉強したくない。(数学なんて)














えない。そこで本稿では、築者 (1983 年生まれ (27 歳)男性、 1 年閣の海外留学を除き 23
歳までを福岡市で過ごした)の内省をもとに、福岡市若年層方言のッテについて、標準語
の fってj と対比させながら記述を行うことを目的とする。標準語の内省も筆者による。
以下、 2節でッテと「ってj の生起環境について整理し、 3 節でそれらの意味・用法につ









との共起関係に注目することにする。福岡市方言においては (5) 、 (6) のように、どのよ
















(9) 明日は雨が降る{ッテ/って} ? [真鵠築関文・非ノダ文]
(10) 明日は雨が降る{*トッテ/んだって}? [真髄疑問文・ノダ文}
(11) いつ雨が降る{ッテ/って} ? [接関謂疑問文・非ノダ文}
(12) いつ雨が降る作トッテ/んだって}? [接関詞寵間文・ノダ、文}
ッテはノダ文でなければ平叙文にも疑問文にも生起することができるが、 (10) や(12) の
ようなノダ文の疑閤文には生遅しない。また (8) のようなノダ文の平叙文における生起は






























ッテが用いられる。前者の例を (16) 、後者の例を (17) として示す。
(16) A: 今度旅行に行こうよ。
B: ごめん、今何て言ったの?
A: r今度旅行に行こう j {ッテ/って}言ったの。
(17) A: 今度旅行に行こうよ。
B: え? r今度旅行に行こうよJ {ッテ/って} ? 
このように引用の用法においては、標準語の「ってj との違いは特に見られない。
2.1 節では非ノダ文・ノダ文の違いが文法性に関係する伝協の熊法 (3.2 節で述べる)を
例にとったが、この引用の用法ではッテに前接するのが非ノダ文であるか、ノダ文である
かといったことは問題にならない。なぜなら引用とは、
(18) お母さんが f早くお風呂に入りなさいよ J {ッテ/って}言ってるよ。
(19) あいつ、 I絶対野球選手になるんだJ {ッテ/って}言ってたよ。
のように、メタ的に引き写されるものであるからである。
3,2. 伝聞















野田 (1997) によると、標準語の伝開マーカ fってj はノダ文を用いないと不自然になる
場合があるという 8)。野田 (1997) では、 (23) のような例がそうであるとされている(??
はかなり不自然であることを示す)。
(23) 高梨次長が言うには、とっても続しげに頓く{んだって/??って}。




























(26) では A も B もッテを用いることで、聞き手を納得させてようという態度を示してい
る。 (27) でほ、納得していない B の態度を変えさせようとする効果をッテが担っている。


















(26) ~ (28) のような場合は標準語の fってj にも認められる毘法であろうが、 (29) 、





いる。構図 (1992) では f何か強烈なことが起こったときに、他人に自分の熱い気持ちを
伝えるためj 、 f とにかく人に言いたくてたまらないとき j に用いられる f強調表現j であ
ると説明されており、坪内 (2009) では f新情報を表すj とされている。しかし、これだ
けの記述では不十分なように思われるため、ここではノダ文にッテが用いられる場合 (r._ 
トッテ。 J の場合)とそうでない場合(単に I~ ト。 J で終わる場合)の違いについて述べ
ることで、 トッテの用j去を明らかにする。















9) ここでのヤはコピュラではなく、 f明日どこ行くヤ ?J のようにも使用できる、疑問を表
す文末調。 (30) のヤも同様。
10) 若年層においては、準体助詞トが体言iこ直接接続できるようになっているため(陣内





















る情報を聞き手に提供するJ 機能をもっているという(高見 2010) 。
(36) 私のお母さんさ一、学校の先生やっとるンダッテ。
また船木 (2000a) では、名古屋や大阪府豊中市の若年層方言において、 (37) 、 (38) のよ
うに f新規情報を述べるJ ッテの使われ方が見られることが記されている11) 。
(37) 俺、昨日、映画見に行ったんだッテ。それでね…。
(38) 実は、俺、明日は旅行ッテ。
(38) はノダ文ではないが、岐阜市方言の引用マーカ出自のテ(芝田 2008) 、新掲方言の
テ(吉田 2009) についても、ノダ文に接続することで聞き手の知らない新情報を述べるこ
とができるという。しかしながら、福岡市若年層方言のッテの場合、単に聞き手の知らな











































この「そうトッテ13.) J という表現は、「聞き手の認識との一致の伝達(船木 2000a)J の機
能を果たし、 fまさにそのことが自分が患っていたことだJ ということを聞き手に強く訴え
」






















る J ものであるが、聞き手の情報量がゼロであっても、 f とにかく一方的に話し手の認識を
伝達する」という機能が、ノダ文に接続するッテに備わったのではなかろうか。これが用





























(b) ッテの基本的な用法は、標準語の fってj と同じく引用と伝聞である (3.1 、 3.2
節)。また、話し手との知識・認識のずれを明示する用法がある (3.3 節)。ノダ
文に接続するッテは文末詞的な用法をもち、ッテが接続した文が f一連の発話
のうち、話し手の最も伝えたいことであるj ことをマークする (3.4.1 節)。また、
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